




































































































































































































3 0才～39才がも 4 とも多（ 3 4.2係，次いで40才～49才が2z 6帆
第 1表宍妻の年令 2 0才～29才が
ふと：1夫実数百~率
2 0才以下
2 0才～29才 1 9 25.D 
3 0才～39才 2 6 34.2 
4 0才～49才 2 1 2Z正
5 0才以上 1 0 1 3.2 
計 7 6 1 0 0.0 
第2表在京年数
主五 数 l実数 百分率
1年未満 5 6. 6 
1伝～ 3 &E 1 5 1呪7
5年～ 5年 3 0 3呪5
5年～10年 1 8 2 3.7 
1 0年～15年 8 1 0.5 























1 5 2 
2 0才～29才が
2 6.3 %, 4 0才～
4 9才が25. 0 %の
順である。とれに号車
連して在京年数を見
ると， 3年～5，隼がも司止も多（ 3 9.5甥，
次いで5!iE～1 0年が 23. 7民 1年～5
是正が19.7%, 10年～15年が10. 5 %, 
1年未満6.6 （払のJ原である。また，その家
族数は， 4人がも ＂＞ Cも多ぐ 42.1 %，次
いで5人が18. 4 %, 2人が13.2%, 6 
人ヵ；13.2%，答の順である。
次にその前住地を中都市（人口10万人以上， 50万人未満とするし小都市
（人口 10万人未満の市去するし町，村と分けてみると，村30. 3 9九小都市
2 6.3悌，町22. 4 %，中都市21. 0 %のl願である。
前職業は農業がも司身も多（ 2 8. 9 9る，次いで鉱業1z 1 %，販売業15. 8 % 
-8-
第3表家族人員 第4表前住地
人員数 実数 百分比 区分 実数 百分比
←ー
2人 1 0 1 3.2 申都市 1 6 2 1.0 
5人 7 9. 2 小都市 2 0 2 6.3 
4人 3 2 4 2. 1 町 1 7 2 2.4 
5人 1 4 1 8.4 村 2 3 3 0.3 
6人 1 0 1 3.2 計 7 6 1 0 0.0 
7人 2 2. 6 第6表工場の種類
8人以上 1. 3 実数
計 7 6 1 0 0.0 金属工業 1 1 
第5表前職業 合成樹脂 4 
実数 百分比 印刷明係 8 
事務従事者 4 5.3 鋳 造 6 
販売者 1 2 1 5.8 計 器 4 
運 輸 4 5.3 うをさ掌唄係 4 
製 金、 6 7. 9 工作機械 6 
単純労働 8 1 0.5 車 鞠 2 
農 業 2 2 2 8. 9 尊築明係 6 
鉱 業 1 3 1 7.1 化 主 4 
水産業 7 9. 2 そ の 他 2 1 
計 7 6 1 0 0.0 言十 7 6 










5 0名以下 8 
5 1名～ 9 9名 49 
1 0 0名～29 9名 9 
3 0 0名ιし上 2 
～9 9名の）： とろがも司 J，も多
< 7 2.0 %，次いで 10 0名～
2 2 9名で13. 2係， 50名以
下の 11. 8 %, 3 0 0名以上
3. 0切である。
地区 ｜ 実数 ｜百分比
同一区内｜ 2 s 1 3 2.9 
区外！ s1 167.1 
第？表通勤時間
実数 百介比
3 0分以内 2 8 3 6.8 
3 0分～1時間 4 5 5 9.2 
1時開らL上 3 4. 0 
言十 7 6 1 0 0.0 
現在の居住地が職場ξ同一区内Iぞあるものは25名で32. 9 %，区外51名で
6 7.1切である。通勤時聞は職場まで 30分以内のもの28名で36. 8 %, 3 0 









した・ H ・H ・－－…… 31(40.8%】
しをい....・H ・.・H ・ 4 5 ( 5吸2係】
-1 0 -





















b ，少しは知っている， c. ＜わしぐは知らをい， d，全然知らをい，の4カテ
ゴリーで答えてもらった。その結果，回答は
よぐ知4 ている・H ・H ・...・H ・...・H ・..3 0 ( 3虫5%】
少しは知q ている …..・H ・...・H ・－－……19(25.0%〕
ぐわし〈は知らをい …－・・ H ・H ・...・H ・・23(30.2%】
-1 1ー



















夫の仕事もたいへんだ去思う …..・H・－－…………...・H・－ 6 9 
話を聞〈 ξ自分の役にも立つ H ・H ・. H ・..・H・..・H ・－ 3 6 
世の中のととを知るととがで量る ・H ・H ・.....・H ・－－… 4 8 
つまらをい .・H ・...・H ・－… H ・H ・. H ・H ・H ・..・H・－ 2 
















思今 H ・H ・.・H ・・・・・ H ・－－－ 61(80.29る〕
恩わをい・H ・H ・H ・H ・...・H ・－ 15(19.8~払〉
というよう lfC，変唱えと思うものが約8割と多かq た．そして，それに関連して





たいへん満足している ・H ・H ・－…..・H ・..・H ・ 16(21.1%】
大体満足…...・H ・.・H ・.・H ・..・H ・H ・H ・－－－… 38(50.0%) 
同じよう念ものだ・H ・H ・.....・H ・....・H ・－ 8(10.59も】






















多〈をった H ・H ・.......・H ・－－・・ 57(75.0%) 
かわらをい・・...・H ・.・H ・H ・H ・.・H ・－ 1 5 ( 1佼7%】
かえって少ぐをった .・H ・H ・H ・－－－ 4 ( 5. 3 9品）

















調査前自に関して調べたととろでは，起衆は6時～7時のものが25. 0 %, 7時
～8時が70. 2 %, 8時～9時が4.8%であり，就寝は10時～11時が49. 8 





多〈を唱え H ・H ・. H ・..・H ・－… 18(23.7%) 
あまり変らをい ・H ・H ・. H・－…．，．・ 10(13,2'3る）








冷たい ・H ・H ・..・H ・....・H ・ 5 3 ( 6虫7%}
変らをい ・・ H ・H ・....・H ・－… 15(19.8%】















帰りたい …..・H ・－…..・H ・－… 1 5 ( 1呪8切，〕































































































市民の意識について』 19 6 7年を参照）。




















みられるように 1 一世会務及本会が承認した募金並に慶弔に関する事， 1.









再 3. 講演会？をらびにリクリエーションの開催， 4. 祭礼については町会は全

















をも 4 ている。農家のみによ q て構成されている部落会では，会費を反別割りで
徴集しているととろもあるカ、非農家と農家陀よ q て構成されているととろでは，











































1. 敬神及祭礼に関スル事項， 2. 隣保団結及相互挟助ニ関スル事寝込 3. 自治
協力及猿輿エ関スル事項， 4. 銃後援護ノ強化＝関スル事項， 5. 箸防，衛生及





事業民 1. 文化体育に関する事現 2. 共同福祉に萌する事項， 3. 施設衛生
L'C明する事項， 4. 相互親瞳K関する事項， 5. 慶弔K鳴する事項， 6. 害警察，
消防，其の他公共事業K対する協力， Z 各町連絡L'C関する事項並びに負担．





業は. 1. 保健衛生及清掃に明する事業， 2. 防火防災，交通，防犯に明ナる
業， 3. 社会福祉に鳴する事業， 4. 婦ん青少年問題に関する事業， 5. 祭
礼K明する事業， 6. 会員の慶弔に明する事業， Z 慰安会， リクリエーション







よう念ととがをい。 3. 誰もが差別を〈参加できる。 4. 内容が健全で，酒
が入q てもそれが失をわれ今いのが良い。それでいて楽しい。をどという意見が
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